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研究計画書 

研究者：渡邊 真智子  所属部署：袋井市立聖隷袋井市民病院 看護部 4階病棟 

共同研究者：二橋宏嘉¹⁾,村松亜由美 2⁾,岡田史郎 3),鈴木明日香 3),則次祐美 3),鳴川貴司 4),貝久保浩子 5) 

共同研究者の所属部署：1）袋井市立聖隷袋井市民病院 診療部 2）袋井市立聖隷袋井市民病院 看護部 

4階病棟 3）袋井市立聖隷袋井市民病院 リハビリテーション室 4）袋井市立聖隷袋井市民病院 薬剤室 

5）訪問看護ステーションあしたば 

研究テーマ 

A 病棟における転倒再発を予防するための取り組み－転倒検証プロジェクトの活動を通して－ 

研究の背景・意義（先行研究及び関連文献の検討を含めて記述する） 

 平成 28年度版厚生労働白書(2017)によると、わが国の人口のうち、65歳以上の人口割合で示される高齢

化率は 2015年に 26.7％となり、今後も上昇を続けることが推計されている。近年注目されている高齢者の

虚弱(フレイル)は、高齢者の低栄養状態や転倒を招き、徐々に要介護状態に陥ると考えられている。後期高

齢期には骨折による入院受療率が増加する傾向があり、入院在院日数は高齢になるほど長い。後期高齢者の

一人当たりの入院費は若い人の 6.8倍と高い。そのため、高齢者の入院療養生活における転倒予防は、高齢

者の ADLの低下を防ぐことだけではなく、適切な入院期間や医療費の増加を防ぐ観点からも重要である。 

 中村(2008)は、転倒を繰り返す高齢者は、転倒によって得られた否定的経験から再転倒への不安を増幅さ

せ、その結果自らの行動を再規制し縮小させるという消極的な行動へ変化させることを明らかにした。高齢

者が安全に入院生活を送るための医療者の役割は大きい。 

 病院内の転倒予防を目的としたワーキンググループの取り組みによりいくつかの施設では転倒件数が減

少している(杉谷ら,2018.小林ら,2017)。秋山(2017)は転倒転落後の現場検証を他職種で行うことにより、

スタッフが患者の身になって要因を分析し患者の行動の根拠やつらさに気づき、その人に合わせた個別な

対策を計画・実施するようになったと述べている。中野,津田(2018)は複数回転倒した精神疾患患者に対し、

転倒予防チームがラウンドし、要因分析や転倒予防対策を指導することで以降の再転倒を予防することを

明らかにした。 

 A 病棟では、2018年に同一患者の転倒が複数回発生した。複数回転倒症例を分析したところ、多職種での

タイムリーな事例の共有や、患者の身体機能の認識が職種間で違う事が分かった。そこで、多職種で構成す

る転倒検証プロジェクトチーム(以下、転倒検証 PJ)を立ち上げ、同一患者の再転倒を予防する目的で 2019

年 1月から活動を開始した。転倒検証 PJの主な活動は、①転倒事例が発生した翌日、転倒検証 PJメンバー

が集まり、転倒場所での検証に加え、患者の行動要因や身体機能、心理社会面への影響を含め転倒事例を振

り返り、再転倒を予防するための具体的な対策を検討すること、②四半期毎にミーティングを行い、活動の

振り返りを実施することとした。 

今回、転倒検証 PJ の活動を振り返り、A 病棟における転倒件数や、再転倒数がどのように変化したのか

を明らかにする。転倒検証 PJ 活動の妥当性や今後の活動の示唆を得ることが必要であると考えた。 

研究の目的 

転倒検証 PJの活動を通して、A病棟における転倒件数や再転倒数がどのように変化したのかを明らかに

し、転倒検証 PJの活動の妥当性や今後の活動の示唆を得る。 
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研究方法 

① 研究デザイン 

調査研究 

② データ抽出期間 

2019年 4月 1日から 2021年 3月 31日 

③ 研究対象者 

A病棟において、2019年 4月 1日から 2021年 3月 31日に IAレポートで、「転倒・転落」として報告され

た患者 

④ 研究期間 

倫理審査承認後～2021年 10 月末日 

⑤ 研究方法 

IA レポートを後ろ向きに調査する。「患者の属性（年齢・性別）」、「転倒転落件数」、「転倒転落再発

件数」、「転倒転落による影響レベル」を明らかにする。データ抽出期間における転倒件数や再転倒数の

推移を調査する。 

 

倫理的配慮  

 本研究は、袋井市立聖隷袋井市民病院倫理委員会の承認を得て実施する。収集したデータは、本研究以外

で使用しない。研究で収集した全ての紙媒体及び電子データはデータ収集を行った順に ID 化し個人が特定

できないよう匿名化を行う。データの抽出から分析の過程でインターネットに接続可能なパーソナルコン

ピューター上には保存せず、パスワードロックをかけた USBメモリに保存する。データは院外に持ち出さな

い。保管は、院内の施錠可能な場所で研究終了後 5年間厳重に保管し、その後、電子データは媒体から完全

に削除し、紙媒体はシュレッダー処理により粉砕する。 

 

【倫理研修】APRIN RCR/HSR 受講済（＃AP0000158766 西暦 2019年 1月 21 日修了） 

同意書の手続き 

 本研究は診療録を用いた調査研究であるため、研究対象者から文書あるいは口頭による同意取得は行わ

ない。但し、人を対象とする医学系研究に関する倫理指標で示されている「インフォームドコンセントを

受けない場合において当該研究の実施について公開すべき事項」の公開と被験者または代諾者に研究参加

拒否の機会を与えるため、オプトアウトについての資料を提示する。 

結果の公表予定 

本研究の研究結果は日本転倒予防学会第 8 回学術集会への発表及び学会誌の論文として報告を予定して

いる。公表の際には、研究対象者の個人情報が特定されないよう匿名化する。 
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